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平成 25度  高知 県 コンク リー ト診 断士会通 常総 会 0研 修会

式    次    第

日 時 :平成25年7月 20日  (土) 15100～ 21,00

場 所 :高知パシフィックホテル 1 lF 会議室

2F  彩旬燈

■通常総会 (15:00～ 16130)

1.開会の挨拶

2.新会員の紹介

3.議事

3.1第 1号議案  平成24年度事業報告、決算1報告並びに監査報告承認の件

3.2第 2号議案  平成25年度事業計画 (案)並びに平成2‐5年度予算 (案 )

3,3第 3号議案  会則の改正

34第 4号議案  役員改正および補充の件

3.5第 5号議案  年会費値上げについて

3.5第 6号議案  その他

4.閉会の挨拶

■研修会 (16130～‐18100)

1.PC橋染に生じた不具合についての補修 ‐補強事例

会員 ■濱渦康博

2.コ ンクリー ト構造物の劣化事例

会員 :河西 好則

3.コ ンクリー ト橋床版の疲1労について

技術顧問 :島 弘 教授

■懇親会 (18:30～ 21100)

同所 2F 彩旬燈



第 1号議案 平成 24年度事業報告、決算報告並びに監査報告承認 の件

事業報告

1.役員会の開催
。第 1回 2012年4月 H日 (水)18:00～ サンピアセリーズ   出席者:原 田、秋友、横山、南、岡林 計5名

1)H23年度会計 2)年会費について 3)H24年度会員名簿について 4)JCD報 告書類の検討 5)H24総会
について 6)診断フォーマットの検討 7)コ ンクリート診断士受験対策

。第2回 2011年5月 8日 (火 )18:00～ サンピアセリーズ   出席者 :原 田、秋友、横田、南、岡林 計卜5名

1)第 3回コンクリート技術研修会の検討 2)H24年度」CD総会への参加について 3)平成24年度総会について
。第3回 2012年6月 12日 (火)18:00～サンピアセリーズ    出席者:原 田、横田、南、岡林 計4名

1)H24総会について(参加者の報告、進行等)2)第 3回コンクリート技術研修会について(CPDS取 得、プログラム検討 )

。第4回 2012年7月 2日 (月 )18:00～ サンピアセリーズ    出席者 :原 田、横田、横山、岡林 計4名

第3回コンクリート技術研修会の検討(タイムスケジュール、講師、周知方法等)

。第5回 2012年8月 6日 (月 )18:00サンピアセリーズ     出席者:原 田、横田、公文、南、横山、岡林 計6名

第3回コンクリート技術研修会の検討(案内進捗状況、参加者人数、当日の運営について)

。第6回 2012年9月 3日 (月 )18:00～ サンピアセリーズ   出席者 :原 田、横田、公文、南、岡林 計5名

第3回コンクリート技術研修会の検討 (会場レイアウト、人数確認、アンケートの検討、当日の運営)

・第7回 2012年9月 28日 (金)18:00葉 牡丹          出席者 :原 田、横田、南、岡林

1)第 3回コンクリート技術研修会反省会 (アンケート集計)2)今後の計画 (次年度研修会 データベース
診断士受験対策)

・第8回 2013年2月 2日 (土)18:30～            出席者 :原 田、横田、横山、岡林 計4名

1)役員補充について 2)H25年度コンクリート診断士受験対策について 3)通 常総会について 4)第4回
コンクリート技術研修会について

。第9回 2013年3月 4日 (月 )18:00～ サンピアセリーズ    参加者 :原 田、横田、南、岡林 計4名

1)2013年度コンクリート診断士受験対策講座について 2)掩体壕補修見学について
。第10回 2013年3月 11日 (月 )18:00～ サンピアセリーズ    参加者 :原 田、横田、南、岡林 計4名

2013年コンクリート診断士受験対策講座について(プログラム作成、CPDS、 周知方法)

2.総会の開催

日時・場所 :2012年 6月 16日 (土)15:00～ 高知パシフィックホテル

参加者 :(会員)今井、横田、窪内、岡林、平田、横山、南、原田、古市、濱渦 計10名

賛助会員 :大 山光一(高知県環境工法研究会)  建通新聞 :岡林

・勉強会

1)コ ンクリートひび割れ診断手順の検討 会員 :岡林 徹 (広報)

2)補修・補3会方法について 会員 :原 田 隆俊 (会長 )

3.技術研修会

第3回コンクリート技術研修会

日時・場所 :2012年 9月 7日 (金)13:00～17:00サンピアセリーズ

聴講者 :175名

1)東京スカイツリーの建設概要とコンクリート技術

神代 康道 llp大林組 技術本部 技術研究所 生産技術研究部 主任研究員 博士 (工学)

2)マスコンクリートのひび割れ抑制対策

田村 隆弘 徳山工業高等専門学校 土木建築学科教授 博士 (工学)

3)下水道施設の現状調査と劣化メカニズム

曽我 英介 日本水工設計い高知事務所 技士長 技術士 (上下水道部門)

4)現場打ちコンクリート構造物の検査

川崎 聡明 高知県土本部 建設検査課 技査 技術士 (建設部 F弓 )



4.見学会

掩体壕補修工事見学会

日時・場所12013年 3月 8日 (金)南国市前浜   参加者 :原田、横田、今井、岡林

5.近況報告

1)平成25年度役員会

・第1回 201‐3年4月 1日 (月 )18:00～ サンピアセリーズ    参加者:原 日、横田、横山、南、岡林‐計5名

1)2013年度コンクリー ト診断士受験対策講座について (CPDS,タ イムスケジュール、プログラム
作成、講師陣の検討) 2)JCDへ の報告事項協議 3)H25通常総会について

。第2回 2013年4月 22日 (月 )18:00～サンピアセリーズ   参加者 :原田、横田、横山、岡林 計4名

1)2013年 度コンクリー ト診断士受験対策講座について (参加者状況の確認、講師陣の確認、当日
スケジュー′1/1 2)H25通常総会について 3)新規入会者について
,第3回2013年 7月 1日 (月 )18:00～ サ ン ピアセ リー ズ  参加者 :原甲、横田ヽ 公文、横山、南、岡林 計o名

1)H郷年総会について (式次第等検討、当日スケジュールの確認、研修会の検討等)2‐)第4回
コンタリー ト技術研修会について (日 時、講師陣等の検討)

2)2013年度コンクリー ト診断士受験対策講座

日時、場所 :2013年 5月 18日 (土 )、 19(日 ) ポリテクセンター高知

受講者 :30名 (会員10名‐)

講師陣 :橋本親典 (徳島大大学院教授) 島弘 (高知工科大教授)横 井克則 (高知高専准教授)

3)H25年度日本コンクリー ト診断士会総会

日時・場所2013年 5月 28日 (火)日本コンクリー トエ学会 原田会長出席



平 成 24年 度 収 支 決 算 報 告 書

平成24年4月 1日 ～平成25年 3月 31日

収 入 の 部 支 出 の 部

年会費 55,895 総会費 21,885

入会金 55,000 親睦会費 190,960

総会費 0 名刺作成代 0

寄付金 0 技術研修会費用等 284,041

親睦会費 70,000 日本コンクリー ト診断士 会費等 33,265

技術研修会 474,000 ホームページ更新費 31,815

その他 (事務用品) 2,700

CPDS費用 10,080

高知工業寄付金 7,000

利息 33

年  小  計 654,928 年  小  計 581,746

前期繰越余剰金 202,718 次期繰越余剰金 275,900

合 計 857,646 八
日 計 857,646

会 計  横山 忠志
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第 2号議案 平成2‐ 5‐年度
‐
事業計画 (案)、 並びに平成25年度予算 (案 )

1,新規診断士資格取得者への入会の推進

2.コ ンクリー ト診断士受験対策講座の開催

3.ホームページの運用

4.総1会開催

5.第4回 コンクリー トー技術技術研修会の開催

同時 :2013年9月 20月 (全) 13:00～ 17:00

場所 :高知城ホール

6.会員間の情報共有

・ホームページの「会員ページ」を有効に使用し会員間の情報共有や資料の公開を

積極的に行つていく―。

7.親睦会

8.日 本コンクリー ト診断士会や他1地区の診断士会活動への参加

9.予算案

別紙 平成25年度収支1予算 (案)の とおり



平 成25年 度 収 支 予 算 書 (案 )

平成25年 4月 1日 ～平成26年 3月 31日

収 入 の 部 支 出 の 部

年会費 (28名 )正会員 56,000 総会費 28,000

年会費 (1名 )賛助会員 10,000 親睦会費 160,000

入会費 (5名 ) 10,000 名刺作成費 10,O00

親睦会費 (19名 ) 95,000 日本コンクリー ト診断士 会費等 (器名 ) 14,000

技術研修会 (120名 ) 360,000 ホームページ維持費 32,000

受験対策講習会費 300,000 皮術研修会費用等 (会場費,資料代) 300,000

講師謝礼 (技術研修会等) 180,000

CPDS申 請費 10,000

旅費交通費 40,000

雑費 20,000

予備費 100,000

年  小  計 831,000 年 /Jヽ 計 894,000

前期繰越余剰金 275,900 次期繰越余剰金 212,900

△
ロ 計 1,106,900 合 計 1,106,900



第3号議案 会則の改正 (案)

平成20年 8月 に発足し、5年を経過しようとしておりますが、当初の会則は東京

コンクリート診断士会の会則を引用して活動してまいりましたが、高知県コンクリ

ート診断士会独自の活動をより機‐能的に1行
‐うため、規約の改正について審議願うベ

ぐ改正案を添付いたします。



高知県コンクリー ト診断士会会貝J

2008.7.11会 則承認

2009.12.5改 訂

2010.11.19日反言丁

2011. 6.18司気言丁

第 1章 総則                         2013.7.20改 訂 (案 )

第 1条 (名 称)

本会の名称は、 「高知県コンクリー ト診断士会」 (以下 「本会」)と い う。

第 2条 (事務局 )

本会は、事務局を株式会社サン土木コンサルタン ト内に置 く。

第 2章  目的および活動

第 3条 (目 的)

本会は、社団法人 日本 コンクリー トエ学協会のコンクリー ト診断士制度の趣 旨に基づき

診断士業務の進歩・改善、診断士の技術力向上、社会的地位の向上、診断士の品位の保持

コンクリー トエ学協会の診断士制度発展等コンクリー ト構造物のの維持管理に関し、貢献

することを目的とする。

第 4条 (活動 )

本会は、前条の目的を達成するために、次の活動を行 う。

1)会員および賛助会員間の技術交流および情報交換

2)日 本コンクリー トエ学協会における診断士制度実施の支援

3)コ ンクリー ト診断士の社会的地位の向上および処遇に関する事項

4)コ ンクリー ト構造物の維持管理に関する最新技術情報の収集 と会員よび賛助会員ヘ

の配信

5)会員および賛助会員の知識および能力向上のための活動

6)コ ンクリー ト診断士受験者への支援

7)コ ンクリー ト構造物の維持管理業務を通じた社会への貢献

8)会員および賛助会員相互の親睦および連絡

9)関係団体その他諸機関との連絡業務に関する事項

10)そ の他、本会の目的達成のために必要と判断した活動

第 3章 会員および賛助会員

第 5条 (会員)

本会は、本会の規約第 3条の目的に賛同し、かつ高知県下に勤務または居住するコンク

リー ト診断士を原則として会員とする。また、本会の会員は、一般社団法人 日本コンクリ

ー ト診断士会の正会員 として登録される。

2(賛助会員)

本会の規約第 3条の目的に賛同し、当会の事業を賛助するため入会 した法人会員で、本

会の事業活動には参加できるが、議決権は有しない。

第 6条 (入会)

会員の本会への入会は、入会希望者が所定の手続きを行い、会員資格を有することが確

認 された場合に入会を認める。ただし、会費等の納入の確認をもつて会員とする。

賛助会員の本会への入会は、役員会の承認を得た場合に入会を認めるものとする。



第 7条 (退会)

会員は、次の各号の一に該当する場合に退会する。

1)退会の届出を受理 したとき。ただし、既に支払つた会費の払戻 しはしないものとす

る。

2)死亡したとき

3)コ ンクリー ト診断士の資格を喪失 したとき。 (失効 しないよう有効期限の管理に注

意)

4)除名 されたとき

2 賛助法人会員は、次の各項の一に該当する場合に退会する。

1)退会の届出を受理 したとき。ただし、既に支払つた会費の払い戻 しはしないものと

する。

2)死亡または解散

3)除名 されたとき

3 退会の届出は、会長に対 し書面をもつてしなければならない。

4 会費を 2年にわたり会費を滞納 したときは、役員会の決議によって退会したものとみ

なすことができる。

5 会員は、法または本規約に違反 し、本会の秩序または信用を害し、また、その他診断

士の品位を失 うような行為をしたときは、総会または臨時総会の議決に基づき除名する

ことができる。但 し、その会員に対 し総会または臨時総会の決議の前に弁明の機会を与

えなければならない。

第 4章 役員

第 8条

本会は、次の役員をおく。

1)会長     1名
2)副会長    1名
3)監査役    2名
4)広報     3名 以内

5)技術     5名 程度

6)会計     1名
7)事務局長   1名
8)顧問     若干名

第 9条 (役員の選出)

役員の選任は、総会において選出する。

1)会長は、役員会または 5名以上の会員の推薦する者から総会において選出する。

2)役員は、会長の推薦する者、または会員立候補者から、総会において選出する。

3)役員の任期は、選任 されたときより2年後の総会までとする。但し再任は防げない。

4)役員が第 7条の規定により脱会 した場合は、役員会は速やかに会員に通知し後任の

後任の役員を選出する。ただし、後任役員の任期は、先任役員の残期間とする。

第 10条 (役員の職務)

役員は、別に定める他、次の職務を有する。

1)会長は、本会を代表 し、会務を総括する。

2)副会長は、会長を補佐 し、会長に事故があるときはその職務を代行 し、会長が欠け



たときは、その職務を行なう。

3)総会および役員会の議長は、会長がこれを行 う。

4)監査役は、本会の会計及び業務監査する。

5)広報は、本会の広報活動を行 う。

6)技術は、本会の受験対策講座や技術研修会活動を行 う。

7)会計は、本会の会計業務を行 う。

8)事務局長は、事務局を総括する。

9)顧間は、本会の活動全般にわたり必要な助言を行 うことが出来る。

第 11条

本会は、顧問ならびに技術顧間を置くことが出来る。

1)顧間は、本会の役員経験者または会員で、本会への協力に同意 し、総会または臨時

臨時総会での承認を得て会長が委嘱する。

2)技術顧間は、学識経験者の中から役員会で推薦 し、総会または臨時総会での承認を

得て会長がこれを委嘱する。

3)顧問および技術顧問は、本会に対し技術活動を支援するとともに、必要な助言を行

うことが出来る。

第 5章 会議

第 12条 (会議の種類)

本会に次の会議を置く

1)総会

2)役員会

3)部会 (広報部会、技術部会)

第 13条 (総会)

総会は年 1回開催 し、次の事項を審議する。

1)事業報告および収支決算

2)事業計画および収支決算

3)会則の改正

4)役員の改選

5)その他、総会が必要と認める事項

第 14条 (臨時総会)

次の場合、臨時総会を会長が招集することができる。

1)会長が必要と認めたとき

2)会員の 1/3以上の要望があつたとき

第 15条 (総会の議決)

総会は、会員の 1/3以上の出席を要し、総会出席者の過半数をもつて決議とする。但し

委任状による出席を認める。

第 16条 (役員会)

役員会は、会長、副会長、事務局長、広報、技術、会計、および顧間をもつて構成 し、第

4条の各項に関する事項等を審議の上実施する。議決事項は、役員の1/3以上の出席を要

し、出席者の過半数を持つて決議 とする。役員会議事項は、会員に公開する。



第 6章 会計

第 17条 (入会金)

本会の入会金は 2,000円 、賛助会員の入会金は 10,000円 とし、入会時に納入す

るものとし、原則として 4月 末 日までに入金を行なう。銀行振込みによる振込み手数料は

会員個人が負担する。

本会の会員の入会金は2,000円 、賛助会員の入会金は 10,000円 とし、入会時に

納入するものとする。

第 18条 (年会費)

本会の年会費は2, 000円 、賛助会員の年会費は 10, 000円 とし、入金は原則 と

して年会費 と同時、若 しくは4月 末 日までに入金を行なう。銀行振込みによる振込み手数

料は会員個人が負担する。但 し、会の運営上役員会が必要と認めた場合には臨時総会で承

認を得て臨時会費を徴収することができる。

また、本会の会員の年会費のうち年額 500円 を一般社団法人 日本コンクリー ト診断士

会の事業活動にあてる会費として納めることとする。

第 19条 (会計年度 )

本会の会計年度は、毎年 4月 1日 より翌年の 3月 末 日とする。

第20条 (決算 )

本会の決算は、毎会計年度終了後、速やかに決算書を事務局が作成 し、監査役の監査を

経て、総会の承認を得なければならない。

第 7章 事務局

第 21条 (事務局)

本会の会務を処理するため、会長の下に事務局を置く。

1)事務局に必要な事項は、会長がこれを決する。

2)事務局には、常に規約、役員名簿、会員名簿、事業報告書、収支決算書、財産 目録、

事業計画書、収支予算書等の書類を備えておかなければならない。

ただし、これに代わる書類および帳票を揃えたときはこの限りではない。

第 8章 その他

第 22条 (会則)

この会則の執行にあたり必要な規定および事項は、役員会の決議により、別に定める。

1)こ の会則は、会員または役員からの要請により役員会において出席 した役員の 2/3

以上の同意、または 1/3以上の会員の要請をもつて発議 し、総会において出席 した

会員の 2/3以上の議決がなければ変更することができない。

2)こ の会則は、平成 20年 8月 1日 に発行する。

第 23条 (会の運営)

会は、原則 としてインターネットで運営するものとする。

以  上



第4号議案 役員改正および補充の件

次期役員候補名

役 職 氏  名

1 会 長 原田 隆敏 留 任

2 副会長 横田 昭彦 留 任

3 事務局長 公文 高志 留 任

4

広 報

南  良三 留 任

5 岡林  徹 留 任

6

技 術

今井  潔 新 任

7 三浦 孝夫 新 任

8 濱渦 康博 新 任

9 会 計 横山 忠志 留 任

10

監 査

平田 幸成 留 任

曽我 英介 新 任

12 顧  問 山本 ‐克彦 新 任
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